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１　受験票

　�受験票は、UCARO にて各自で印刷し、試験当日に持参してください。郵送はしませんので注意して
ください。
　印刷可能期間は2019年２月３日（日）９：00～2019年３月31日（日）23：59までです。
　�UCAROの概要、会員登録については《「UCARO（ウカロ）」の登録》（P.36）を参照してください。
　※�スマートフォン等でのUCAROの画面提示での受験はできません。
　※�センター単独方式について、受験票を印刷する必要はありません。UCAROの受験番号照会にて受
験番号を確認してください。照会可能期間は受験票印刷可能期間と同様(後期選考については、2019

年3月15日（金）9:00以降)です。
　※ 本システムの「誤操作、見間違い」等を理由とした入学試験日を過ぎての受験および入学手続締切
日を過ぎての入学手続は認めません。

　※�試験日当日に受験票を紛失した等の場合は、入構口の係員に申し出てください。なお発行には約15
分を要します。

①受験票の取得方法
　�　UCAROにログインし、メニュ
ーにある受験一覧で受験票の印刷
を希望する試験を選択してくださ
い。

　�　「受験票・受験番号照会」の画面
に進むと「受験票を印刷する」の
ボタンが画面上にありますので、
クリックし、画面の案内に従って
受験票を印刷してください。
　※�受験票は必ず A4 サイズのコピ

ー用紙で印刷してください。カ
ラー・白黒は問いません。

　　�不正行為の疑いを持たれぬよう、
裏面には一切の書き込みを禁止
します。

　※�受験票が出力できない等の場合
は、UCARO 事 務 局（ 電 話　
050―3786―5524）にご連絡
ください。

②受験票記載内容の確認
　�　受験票を印刷し、記載内容につ
いて確認してください。
　�　試験会場、受験科目などWeb
出願システムで登録した内容と受
験票記載内容が異なっている場合
は、入試課（電話　042 － 674
－ 2121）へ問い合わせてくださ
い。

・「カナ氏名」、「生年月日」、「性別」、「出身学校名・課程・学科・卒業（見込）年」について、記載内容
に誤りがある場合は、入試課（電話　042－ 674－ 2121）へ連絡してください。
・出願後における選考料（入学検定料）支払い後は、試験方式・学部・学科・専攻・コース・試験科目・

試験会場・外部資格試験のスコアおよび志望学科・専攻・コースの志望順位は一切変更できません。
・受験番号と志願者数は一致しません。

※図はイメージであり、実際の画像とは異なる場合があります。

チュウオウ　タロウ
中央　太郎
２月９日（土）

統一入試

法学部国際企業関係法学科＜４教科型＞：法学部国際企業関係法学科＜３教科型＞
経済学部経済情報システム学科：商学部フリーメジャー
文学部人文社会学科フランス語文学文化専攻：総合政策学部政策科学科

多摩キャンパス　8101教室
世界史Ｂ　／　数学

 

アイコン 中央大学
Tel.042－674－2121
〒192-0393　東京都八王子市東中野７４２ー１

２０１９年度　中央大学　受験票

受験番号 70001
氏名

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

科目

地理歴史公民　　　　　　　10：30～11：30
英語　　　　　　　　　　　12：55～14：15
国語　　　　　　　　　　　14：50～15：50
数学　　　　　　　　　　　16：25～17：25

※指定された試験会場以外では、いかなる理由があっても受験はできません。会場間違いのないように注
意してください。
※志望順位制をとっている学部、試験方式については第一志望の学科（専攻・コース）が表示されていま
す。

試験日

制度

志望・試験方式

試験会場
選択科目

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

注意事項
※同一試験日に複数試験を併願する場合、全ての受験番号で同じ受験票PDFが作成されます。試験当日はこのうち
の1枚を持参するようにしてください。

試験当日の注意事項
(１)開場時間は８：４５です。
(２)各試験開始の３０分前までに着席してください。
(３)受験案内★★ページ「３．受験上の諸注意」を確認のうえ、受験してください。
【試験当日について】
自然災害や不測の事態により、所定の日程通りに入学試験等を実施することが困難であると本学が判断した場合、
試験時間の繰り下げ、試験の延期、試験会場の変更等の対応措置をとることがあります。
ただし、このことに伴う受験者の個人的損害について本学は責任を負いません。
これらの対応措置を講じる場合は中央大学Webサイト（http://www.chuo-u.ac.jp）に掲載しますので、確認して
ください。

注意

Ⅳ 受験
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Ⅳ 受験

（1）試験会場
①受験票で指定された試験会場で受験してください。指定された試験会場以外では、いかなる理由があ

っても受験はできません。
　②試験会場への交通機関を事前に確認しておいてください。

（2）�試験当日の注意事項
①開場時間は8：45です。各試験室では受験にあたっての注意事項の説明、問題冊子・解答用紙の配
付等が行われますので、必ず試験開始30分前までには指定された試験室に入室し着席してください。
②統一入試（法学部４教科型・国際経営学部４教科型以外）、法学部一般入試３教科型、経済学部一般

入試、商学部一般入試において、『地理歴史・公民』と『数学』を２科目選択して出願し、試験当日
１科目のみ受験した場合、受験した科目を合否判定に使用します。なお、その際の事前連絡等は不
要です。
③受験票は試験当日必ず持参し、入構、入場の際提示してください。なお受験票を忘れた場合は、入構
口の係員に申し出て、下記仮受験票交付所で仮受験票の交付を受けてください。交付には15分程度
かかりますので早めに来場してください。

④多摩キャンパスの入構口は3箇所で、中央大学・明星大学駅（モノレール）利用者はモノレール口か
ら、多摩動物公園駅から徒歩の場合は北門から、バス利用者は「中央大学」で下車し正門から入構し
てください（P.56参照）。なお、豊田駅からのバス利用者は途中の「中大西門」停留所では下車しな
いでください（試験当日西門は閉鎖となります）。
⑤後楽園キャンパスは、正門から入構してください（P.56参照）。
⑥指定された試験室に受験番号がない場合や、受験番号が重複している場合は、係員に申し出てください。
⑦試験中は、原則として受験者以外は試験会場内に入れません。
⑧試験会場へは公共の交通機関を利用してください。自転車、バイク等での試験会場構内への乗り入れ
を禁止します。
⑨昼食は各自で用意してください（多摩キャンパス、後楽園キャンパスでは学生食堂を利用できます）。
ごみは各自で持ち帰ってください。
⑩試験会場または駅周辺における合否電報（電話）の勧誘、模範解答やその他の入学試験に関する印刷

物の販売行為等は、本学とは一切関係なく、事故が起きても責任は負えませんので注意してください。

（3）�試験時間中の注意事項
①試験時間中は監督者の指示に従ってください。従わない場合は退室させる場合があります。
②筆記用具は、HBの鉛筆またはシャープペンシル、プラスチック製の消しゴムを使用してください。
③携帯電話等の通信機器は、試験室に入る前にアラーム等の設定を解除した上で、電源を切って机上に
置いてください（監督者の指示に従ってください）。アラームは設定を解除しないと、電源を切って
いても鳴りますので十分注意してください。
④試験時間中にかばん等の中で携帯電話の着信音やマナーモードの振動音が発生した場合は、監督者が
本人の了解を得ずにかばん等を試験室外に持ち出し、試験会場本部等で当該試験時間終了まで保管し
ます。
⑤「耳せん」は、監督者の指示等が聞き取れないことがありますので使用できません。
⑥「マスク」「ティッシュペーパー」「座布団」「ひざ掛け」「目薬」の使用を希望する場合は事前に監督

仮受験票交付所(P.56参照)
多摩キャンパス……5号館1階商学部事務室前
後楽園キャンパス……6号館1階理工学部事務室前
その他の試験会場……各会場試験本部

２　受験上の諸注意
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者に申し出て許可を得てから使用してください。
⑦入室時刻から試験終了までは退室を認めません。試験時間中の体調不良、トイレ等やむを得ない場合
には、手を挙げて監督者の指示に従ってください。ただし、一時退室が認められた場合でも、試験室
以外での受験はできません。また、一時退室した場合の試験時間の延長も認められません。
⑧生活騒音（航空機、自動車、風雨、空調その他室内設備から生じる音、動物の鳴声、周囲の受験者の咳・
くしゃみ・鼻をすする音等）が発生した場合に、特別な措置は原則として行いません。

受験時に使用を認めるもの 受験時に使用を認めないもの（例）
●鉛筆（HB）
●シャープペンシル（HB）
●プラスチック製消しゴム
●時計（右に記載のものを除く）
●鉛筆削り（電動式を除く）
●直定規・三角定規
　（数学、理科の時限のみ）
●コンパス（数学、理科の時限のみ）

●下敷き　　　　　　　　　　
●色鉛筆・蛍光ペン
●電動式鉛筆削り
●ハンカチ・タオル・耳せん
●電卓・そろばん
●分度器（機能が付いている定規等も含む）
●電卓、辞書、通信端末等の機能を兼ね備えた時計
●ストップウォッチ、キッチンタイマー
●�サングラスなど監督者による本人確認の妨げとなるもの
●携帯電話、ウェアラブル端末等通信機器
　（時計代わりの使用も認めません）

（4）�不正行為
　�　次のことをすると不正行為となることがあります。不正行為となった場合は、それ以降の受験はでき
ません。また、既に受験した試験も無効となります。
①カンニング（カンニングペーパー・参考書・他の受験者の答案等を見ること、他の人から答えを教わ
ることなど）をすること。

　②使用を禁じられた用具を使用して問題を解くこと。
　③「解答はじめ。」の指示の前に、問題冊子を開いたり解答を始めること。
④「解答やめ。筆記用具を置いて問題冊子を閉じてください。」の指示に従わず、筆記用具を持ってい
たり解答を続けること。

　⑤試験時間中に答えを教えるなど他の受験者を利するような行為をすること。
　⑥試験時間中に携帯電話を身に付けていること。
　⑦試験時間中に携帯電話や時計の音（着信・アラーム・振動音など）を鳴らすこと。
　⑧試験室において他の受験者の迷惑となる行為をすること。
　⑨試験室において監督者の指示に従わないこと。
　⑩志願者以外の者が、志願者本人になりすまして試験を受けること。
　⑪その他、試験の公平性を損なう行為をすること。

（5）学校保健安全法で出席の停止が定められている感染症に関する注意事項
　�　試験当日、学校保健安全法で出席の停止が定められている感染症に罹患し治癒していない者は、他の
受験者や監督者等への感染のおそれがありますので、原則として受験をご遠慮願います（選考料（入学
検定料）の返還はできません）。ただし、病状により学校医その他の医師において伝染のおそれがない
と認めたときは、この限りではありません。

（6）その他の注意
　�　自然災害や不測の事態により、所定の日程通りに入学試験等を実施することが困難であると本学が判
断した場合、試験時間の繰り下げ、試験の延期、試験会場の変更等の対応措置をとることがあります。
ただし、このことに伴う受験者の個人的損害について本学は責任を負いません。
　�　これらの対応措置を講じる場合は中央大学Webサイト（http://www.chuo-u.ac.jp/）に掲載します
ので、確認してください。
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